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G1 の目標

● 目標 

○ 知識体系に基づいて、記述式も含め思考力なども問える 大問/中問による評価手法の

開発および問題を作成する手順書を作成  

■ 問う能力や評価基準を明確化する  

● 学習指導要領・教科書と関連付ける  

● 久野らの「思考力・判断力・表現力を評価する問題作成手順」  

○ PBTとCBT双方を対象とする  

■ PBTの限界についての検討  

■ CBT ならではの問題の検討  

○ 記述式問題の採点における機械学習的手法の援用については検討中  



「EMIU情報模試2024夏」従来の一般的な問題  

● 前提：今回の模試の位置づけ  

○ 「評価手法の妥当性の検証」の実施のための予備調査  

○ IRTを想定した多肢選択問題と従来の一般的な問題に関する予備調査  

■ 多肢選択問題と一般的な問題の相関は取れそうか、作問マニュアル作成に関す

るヒントの収集 

● 出題問題 

○ CBT で実施はしたが，共通テストスタイルで解答時間10分想定の中問  

■ 1問あたり15分平均の共通テスト大問より少し小ぶり  

○ 分野を限定 

■ 「コンピュータとプログラミング」  

■ 「情報通信ネットワークとデータの活用」のデータ活用  

{P001, P002}  
X 

{M001, M002}  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「EMIU情報模試2024夏」従来の一般的な問題 解答状況

参加者申込者数：520名 

各問20点満点 

 

  参加者数   解答者数   平均点  
得点 

中央値  
解答時間  
平均(秒)  

解答時間  
中央値

(秒)  

P001   282   258   7.41   5.5   315.93   204.21  

P002   238   217   7.29   7  322.16   300.34  

M001   271   248   10.48   10.5   350.55   363.80  

M002   249   223   7.86   8  381.32   404.98  



「EMIU情報模試2024夏」従来の一般的な問題

得点状況 



「EMIU情報模試2024夏」従来の一般的な問題

解答時間状況  



「EMIU情報模試2024夏」従来の一般的な問題





P001 問1 【ア】【イ】を例に  



P001 問1 【ア】【イ】を例に  

 P001 解答者数：  258名 

 P001 満点：        20.0 

 P001 平均点：　　 7.4 

 P001 得点中央値： 5.5 
解答群 

⓪ m1 = A[i] ① m2 = A[i]  

② m1 = m2 ③ m2 = m1 

④ A[i] > m1 ⑤ A[i] > m2  

⑥ A[i] != m1 ⑦ A[i] != m2 

  人数  % 

アイ 正解  110  42.63 

ア のみ正解  14  5.42 

イ のみ正解  9  3.48 

ア・イ ともに不正解  76  30.23 

アイ 未回答  49  18.99 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モデル化とシミュレーション・データ活用の問題例 (1)  



  正答率% 

ア  80.64 

イ  70.97 



モデル化とシミュレーション・データ活用の問題例 (2)  



  正答率 (%) 

アイ  22.97 

解答例  

40.0   40  

50.0   39  

90.0   37  

90   14  

40   9 

50   7 

60.0   5 

100   2 

60   2 

160.0   2 



オマケ: {P001, P002} が 0 点の人々  

● {P001, P002} を受験しなかった方: 45名 
○ 全員 {M001, M002} も未受験  

○ Q 合計点： 0点 37名，1点 2名，5点 1名，8点 2名，10点・15点・17点 各1名  

● {P001, P002} を受験して0点の方：77名 

  Q-SCORE  M-SCORE 

平均点  6.07  5.23 

1/4  5  1 

2/4  7  5 

3/4  8  9 



オマケ: {P001, P002} が 12 点以上の人々  

● {P001, P002} を受験して12点以上の方：123名 

  Q-SCORE  M-SCORE 

平均点  13.99  13.70 

1/4  12  11 

2/4  14  14 

3/4  18  18 



オマケのおまけ  

　　　　　　M  ≧ 12 の人　　　　　　　　　　　　P ≧ 12 の人  



今後の課題  

● プログラミング問題に取組んでもらえない人が一定数いる問題 

● もう一度，EMIU情報模試2024夏と似たフォーマット・出題範囲で 

 

● 作題マニュアル化に向けての検討 

● 出題範囲を「情報Ⅰ」全体へ 

● CBT らしい出題 


